
楠	 昨 年 、 ロ ン ド ン で 、 I B M の

Financial Frameworkのプレゼン

を聞きました。金融業界で、IBM

が、OracleやTIBCOといったミド

ルウエアベンダーと真っ向からぶつ

かっていくソフトウエアビジネスの

フレームワークといいますか製品戦

略であると感じました。

　海外でのFinancial Framework

の普及度合いはいかがですか？ 

川原	 まず、IBMがF inanc i a l 

Frameworkの提供を始めた背景に

ついてお話したいと思います。

　1990年代、IBMは非常に厳しい

経営環境の時代を迎えました。赤字

の理由についていろいろ突き詰めた

結果、垂直統合や自前主義に加え、

テクノロジーに関して見誤ったとこ

ろがあるという結論に達しました。

　そこで、垂直統合や自前主義から

脱却し、モジュール化、分散、フ

レームワーク化に大きく舵を切り

ました。オープンプラットフォーム

ベースで、ソリューションをご提

供する。IBM自身がいいサービスや

製品を持っていたら、それをご提供

し、個別分野で優れたソリューショ

ンを持っているパートナーがいれ

ば、協業して、お客様に価値を届け

るという方針に転換しました。そう

いう形でないと多分IBMは生き残れ

ないだろうと判断しました。

　もともとは、1990年代後半ぐら

いから、保険分野においてInsurance 

Application Architectureと呼ぶフ

レームワークを持っていました。それ

を、開発というフレームワークだけで

はなくてソフトとうまく結びつける

ことによって、より標準的にお客様

に使っていただく。その上でソフト

ウエア資産を再利用できるように整

理整頓して発表したのが、11分野の

Industry Frameworkです。その中の

一つに金融があります。

　先行しているのは、通信系や社会

インフラ系です。例えば通信系です

と、あるアフリカの電話会社が、

携帯電話会社を立ち上げる時に、

Industry Frameworkを使って、非

常に短期間で企業システムをつくっ

た、という実績があります。

　金融に関しても、欧米の証券会社、

銀行に実例が出始めています。

　当初の予想に反して、BRICsと

いった新興勢力の人たちが新しくビ

ジネスを起こそうとするときに、こ

のフレームワークを積極的に採用し

ています。

楠	 ロンドンでお聞きした話は、ど

ちらかというと、WebSphereの名

前が中心に出てくるフレームワーク

で、ミドルウエアに近いという印象

を持ちました。

　 日 本 で 発 表 さ れ た B a n k i n g 

Industry Frameworkは、欧米での

コンセプトとは若干異なっていて、

もう少し業務アプリケーション寄り

のマーケティングに取り組んでおら

れるように見えます。

川原	 フレームワークでも幾つかレ

イヤーがあり、WebSphereを中心

にしたものは、どちらかというと基
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てお話していて、日本の経済と非常に

似ているな、と感じました。そこに書

かれていたのは、日本の失われた10

年、15年は、垂直統合、自前主義だっ

たからだということです。それによっ

て、高度なレベルの擦り合わせに時

間とお金をかけて、非常に高価なも

のをワン・アンド・オンリーで提供し

た。その間にグローバルは何をやっ

ていたかというと、モジュール化、標

準化を進めた。そして、あるプラット

フォームの上でいいものを自由に採

用して、経済効率を高めて、マーケッ

トを広げていた。そういった社会の変

動に日本は遅れをとってしまった、と

いうことです。

　IBMはそれを90年代前半ぐらい

から取り入れてやってきましたの

で、結果的には世界の大きな潮流に

対して少しはリードできたのではな

いか、と思っています。

　では次に日本は何をやるべきかと

いうと、ITでいえば、SOA（注）化を

含めたプラットフォームの標準化で

す。それを日本のお客様だけではな

エアはどのサービスベンダーとも協

業できます。

　IBM全体として見ると、日本のコ

ンピューターメーカーは競合他社で

ある一方、ハードウエア・ソフトウ

エアというテクノロジーについて

は、お客様でありパートナーでもあ

ります。私にとっては、日参する最

大手のお客様ということでお付き合

いさせていただいています。

楠	 オープンプラットフォームへの

方向転換が非常にうまく機能してい

るということですね。

川原	 オープンプラットフォームに

舵を切ったことによるメリットは3

つあります。1つ目は、お客様に常

に安心感を持っていただけること。

例えば、IBM以外にもいろいろ選択

肢があるほか、IBMでも将来的に大

丈夫だという安心感。2つ目は、エ

コシステムをつくりやすいこと。3

つ目は、IBMが買収した企業の製品

との親和性が高いことです。

　この間ある方と、経済産業省が出し

た「産業構造ビジョン2010」につい

盤となるフレームワークです。結局

はデータのやりとりになりますので

WebSphere系が中心になります。

　Banking Industry Framework

は、その上に乗っかるアプリケー

ションのレイヤーになります。そ

の中核として、IBMのソフトウエア 

ソリューションであるCognosと

かSPSS、ルールエンジンのILOG

を活用してもらったり、その周辺

のウェブマーケティングであれば

UnicaとかCoremetricsといった

新しいソリューションを使えるよう

に構築しています。

楠	 NRIでも幾つか製品の評価をや

らせていただいています。

　オープンプラットフォームという

考え方を感じることができますし、

とっつきやすさがあると思ってい

ます。

　一方で、競合他社がパートナーに

もなりうるわけですが、そのあたり

はいかがですか？

川原	 おっしゃる通り、オープンプ

ラットフォームですので、ソフトウ

れる中、日本IBMはどのような戦略を
とっているのであろうか。グローバル
企業ならではの視点から、日本企業の
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く海外のお客様にも提供していくこ

とで、生き残る道があるのではない

かと思います。

楠	 SOAが言われ始めて、そろそ

ろ10年ぐらいたちます。コンセプ

トとして賛同されても、なかなか

実際のアプリケーションフレーム

ワークとして定着するのに時間が

かかったと思います。そういう意

味では、今回の御社のFinancial 

Frameworkもそうですが、よう

やく、SOAがアプリケーションフ

レームワークの中核としてのポジ

ションを得てきたなと実感します。

川原	 ありがとうございます。

　日本でも、幾つかの代表的な産業

界でちゃんとした事例が出てくれば

安心できます。

　1つ目は、やはり金融です。日本の

根幹は金融にありますし、金融機関

がこれだけ統合あるいは事業変革し

ていく中で、SOAなくして効率的な

トランスフォーメーションはできな

いと思っています。金融機関の新し

い潮流は、間違いなくSOAを必要と

しています。2つ目は、産業界です。

電機、自動車という根幹を成す産業

界の設計・ものづくりが本当にSOA

になるのかどうか。3つ目は物流で

す。企業間の物流においてITシステ

ムを組むときに、SOA的なデザイ

ンでできているかどうかです。最後

に、官公庁です。日本のITの大きな部

うなるかを研究しています。毎年5

つか6つぐらいのテーマを決めて、

その中で、社会がどうなるか、テク

ノロジーがどうなるかという背骨を

つくります。その背骨に合わせて、

どこにビジネスマーケットがあるん

だろう、あるいはつくれるだろう、

ということを考えます。そして、可

能性があると判断したマーケット

に対して、自分達の時間を買うため

にM＆Aをやっていきます。ですか

ら、買収先に意外感はないです。

　例えばCognosやSPSSなどの買

収も、GTOから出発しています。私

が最初にそういう課題をGTOで見

たのは2003年です。9.11事件以

来、いろんなところに遍在するリス

クを、どうやったらデータ分析でき

るかという研究を行いました。デー

タの在り方やデータの多様性、それ

らの分析によってどのようなメリッ

トが得られるかを追いかけました。

　その結果、Business Analytics 

and Optimizationという分野が、

市場もあるし、テクノロジー的にも

推していけると判断し、Cognosな

どの買収を重ねて、IBMの製品群に

加えていきました。

　クラウドもそうです。2006年くら

いから注目されるようになりました

が、その前から予測していましたの

で、Tivoliを含めて製品群を充実でき

ました。ですから、仮想化だけではな

くてプロビジョニングまで製品を広

げたり、Cast Iron Systemsを買収

して、いわゆるハイブリッドクラウド

に進出していったことは、もともと路

線が引かれていたといえます。

　ですから、買収して困った、とい

うことはありません。

分は官公庁が担っています。官公庁

が一品一様で1つずつつくって、か

つ仕様が違うのは、税金を払う身に

なると無駄に見えます。ここにSOA

を活用し、クラウド技術を活用する。

　この4つが本当にできてきたら、

日本もIT先進国になるのではないか

と思います。

楠	 真っ先に金融とおっしゃってい

ただいた順番からすると、NRIも自

社のサービスをSOA化していこう

ということで、T-MONOLIXとい

うサービスを立ち上げます。

川原	 T-MONOLIXはSOAベース

でつくるということで、グローバル

ポータビリティが非常に高いのでは

ないかと思います。IBMのIndustry 

Frameworkも、グローバルポータ

ビリティを高くするためのツールで

すので、うまく重ねて活用していた

だくと相乗効果が出ると思います。

　NRIのような先頭を走るソリュー

ションプロバイダーがSOAを実施し

ていくことは、ビジネスの成功以上

に、IT業界の中でのNRIの位置づけを

明確にしますし、その後に続く人たち

にも勇気を与えると思います。

楠	 IBMの製品群には、Cognosや

SPSSなど、買収した会社のソフ

トウエアが連なっています。それを

フレームワークという形できちっと

機能させていくのはご苦労が多いと

思います。

川原	 IBMには、Global Technology 

Outlook（GTO）と称するプログラ

ムがあり、5年、10年先の市場がど

IBMのM&A戦略
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楠	 機能の重複とかインターフェー

スの不調といったことは山ほど起こ

りそうですね。

川原	 それはあります（笑）。

　製品の機能が重複することにつ

いては、ある程度許容していきます

が、重複することによって混乱を招

くものもあります。混乱を招く場合

には、2～3年というスパンで製品を

統合していきます。それができない

と、お客様もサービスプロバイダー

もついてきてはいただけません。

楠	 私はミドルウエアのところに関

心があるんですが、結構それなりの

ITリテラシーがあるユーザーでない

と触れないものが多いと思います。

日本に持ってくるときの苦労はいか

がですか。

川原	 例えば、毎年行われる『日経

コンピュータ』の製品評価分析と、

欧米で行われているアナリストによ

る製品評価を比べると、日本のお客

様が望む分野が欧米とは異なってい

ることが分かります。日本のお客様

は、導入しやすい、運用が容易、コ

ストが安い、トラブらない、という

順番です。欧米や中国のお客様は、

機能性や先進性に対するニーズが高

いです。機能性や先進性を求める

と、どうしても、お客様に対する要

求も多くなります。

楠	 日本の傾向として、機能を使い

こなせていないように思います。

川原	 確かに、100の機能があって

も、その中の70を使っているお客様

はほとんどいません。日本の場合、本

当に限られた機能しか使わないケー

スが多いんです。その代わり、その限

られた機能に対して、大量でかつ高

速な処理を要求してきます。ですか

地震が起きてから1週間ぐらいは、

日本の社員が走り回りました。今

は、日本の復興についてグローバル

ベースで考えています。例えば、ハリ

ケーン・カトリーナですとか、ヨー

ロッパの昨年の気候変動から多くの

ノウハウを得たチームがいます。復

興プランを作成するにあたって、彼

らから得た知見をどのように日本に

適用できるかを検討しています。

　 東 北 地 方 の I B M の お 客 様 は

1,000社を超えます。何に困って

いるかという報告を受けて、それに

対して誰が何をやるかを決めて対応

しています。お客様に助けられてき

た企業ですので、お客様に恩返しす

る企業でありたいと思います。

　また、ITが社会の基盤になってい

ることの責任を全うしたいと考えて

います。

楠	 NRIもインフラを担う企業とし

て、私たちのサービスを平常に保つこ

とを通して、日本を普通の日々に戻す

ことに貢献したいと考えています。

　本日はありがとうございました。

（文中敬称略）

（注） サービス指向アーキテクチャ（Serv ice 
Oriented Architecture）。大規模なシステ
ムを「サービス」の集まりとして構築する設
計手法。

ら、トラブルの内容も日本と欧米で

は違っていて、日本ではパフォーマ

ンストラブルが出やすいですね。

　例えばアメリカでは、新機能が出

るたびに、彼らは買うんです。常に

その新しい機能をベースに次のアプ

リケーションに発展させています。

　NRIなどのソリューションプロバ

イダーの方々が新しい使い方をどん

どん開拓して皆さんに事例を示して

いただけると、非常に心強いし、あ

りがたいです。

　以前、楠さんとCognosの使い

方の話をしたことがあります。

Cognosは一般的には分析ツール、

OLTPツールとして考えられていま

す。しかし、御社は「レポーティング

ツールとして、価値がある」とおっ

しゃったんです。「Cognosを本当に

分かってくれているパートナーがこ

こにいる」と、正直思いました。

楠	 3月に発生した震災で、外資系

ベンダーの中には、SEや営業担当

が国外に待避したという話を多く聞

きました。

川原	 日本IBMは総勢1万6,000

人の社員がいて、グループ企業を入

れると2万5,000人います。

　大半が日本人ということもありま

すが、地震が起きた時に数百人とい

う社員がお客様のところに駆けつけ

ました。これはIBMの財産ですし、

「IBM」の前に「日本」が付いてい

るということを意識しました。

　一方、グローバル企業らしい対策

をとることができるのも強みです。

震災に対する支援
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